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１．四半期財務情報の作成等に係る事項 

① 会計処理の方法における簡便な方法の採用の有無 ： 有 
       税金費用の計算については、一部簡便的な方法を採用しています。 
② 最近連結会計年度からの会計処理の方法の変更の有無 ： 有 
    昭産商事㈱(連結子会社)の有形固定資産のうち、賃貸用リ－ス資産については、減価償却方

法を従来の｢定率法｣から｢定額法｣へ変更しています。 
③ 連結及び持分法の適用範囲の異動の有無 ： 有 
    (内容) 連結 (新規) 3社 (昭産運輸㈱、㈱スウィングベ－カリ－、㈱オ－バン) 

 
２．平成１９年３月期第３四半期財務・業績の概況（平成１８年４月１日～平成１８年１２月３１日） 
（１）経営成績（連結）の進捗状況 （注）記載金額は百万円未満を切捨てて表示しています。 

 売 上 高      営 業 利 益      経 常 利 益      

  百万円 ％  百万円 ％  百万円 ％ 

１９年 3月期第３四半期  １３４，２３４ △０．６  ３，７２１ △２５．２  ３，１９８ △２９．２
１８年 3月期第３四半期  １３５，００８ △５．３  ４，９７８ １２．０  ４，５１８ １２．９

(参考)1８年 3月期  １７５，３７２  ５，８１６  ５，３８１ 
 

 四半期（当期） 
純 利 益       

１株当たり四半期 
（当期）純利益 

潜 在 株 式 調 整 後           
１株当たり四半期 
（当期）純利益 

  百万円 ％  円 銭  円 銭 
１９年 3月期第３四半期  １，４９２ △３１．１  ８．２７ － 
1８年 3月期第３四半期  ２，１６７ △４．３  １２．００ － 
(参考)１８年 3月期  ３，２０４  １７．７４ － 

（注）売上高、営業利益等におけるパーセント表示は、対前年同四半期増減率を示しています。 
 
［経営成績（連結）の進捗状況に関する定性的情報等］ 

当第３四半期における我が国経済は、原油価格高騰や米国経済の減速による影響など懸念材料が

あったものの、企業収益は改善傾向を維持し、これを受けて設備投資や生産も増加するなど、景気

は堅調に拡大し続けてまいりました。 
しかしながら、食品業界におきましては、原油・原料の価格高騰により製造コストが増加する一

方で、需要低迷により販売競争が激化するなど、経営環境は依然として厳しいものとなりました。 
このような状況のなかで、当グループは、平成１８年４月よりスタートした新中期計画

「SHOWA-ism計画 06-08」の下、技術力・開発力・シナジー効果等の向上に努め、「改革の実現」
「経営基盤の強化」「グループ経営の強化・向上」を図ると同時に、食の安心・安全をより一層追

求し、「CSRの推進」にも取り組んでまいりました。 
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これらの結果、平成１９年３月期第３四半期の経営成績は、売上高は１，３４２億３４百万円と前年

同期に比べ７億７４百万円（０．６％）の減収となり、経常利益は３１億９８百万円と前年同期に比べ    

１３億１９百万円（２９．２%）の減益となり、四半期純利益は１４億９２百万円と前年同期に比べ６億７４
百万円（３１．１％）の減益となりました。 

 
食品事業では、需要低迷により販売競争が激化するなか、収益性を重視した販売活動を展開した

結果、小麦粉・家庭用食品の販売数量が前年同期を下回り、売上高は９７８億２２百万円と前年同期

に比べ４億１百万円（０．４％）の減収となりました。営業利益は、原油価格・穀物相場の高騰等に

よる製造コスト増加額が製品価格へ転嫁されなかったことや、焼き立てパン事業の開始に伴う導入

コストの負担等により１８億１９百万円と前年同期に比べ１３億１８百万円（４２．０％）の減益となりま

した。 
飼料事業では、配合飼料において販売数量・販売価格共に前年同期を上回り増収となったものの、

鶏卵で価格相場が前年同期を下回ったことから減収となり、売上高は３１５億７５百万円と前年同期

比で４億６百万円（１．３％）の減収となりました。営業利益は、販売コストの削減等により４億２８

百万円と前年同期比で２１百万円（５．３％）の増益となりました。 
倉庫事業では、穀物倉庫・冷凍倉庫共に荷役量が前年同期を上回り、売上高は２８億１百万円と前

年同期比１億４百万円（３．９％）の増収となりました。営業利益は、穀物サイロにおける自社貨物

の荷役・回転率の悪化などにより１２億８９百万円と前年同期に比べ１億７９百万円（１２．２％）の減益

となりました。   
その他事業では、旧札幌支店跡地で実施した分譲マンション事業が前期で終了したこともあり、

売上高は２０億３５百万円と前年同期比７０百万円（３．４％）の減収となりました。営業利益は、不動

産部門の管理コストの削減、リース部門で賃貸用リース資産の減価償却方法変更に伴う費用減少等

により１２億８３百万円と前年同期に比べ１億７９百万円（１６．２％）の増益となりました。 
 
これらの結果、当第３四半期の経営成績は、平成１８年１１月８日発表の当期連結業績予想に対

し、以下の通りとなりました。 
○ 売上高  １，３４２億３４百万円（当期連結業績予想に対する進捗率７５．４％） 
○ 経常利益    ３１億９８百万円（同進捗率７４．４％） 
○ 四半期純利益    １４億９２百万円（同進捗率７４．６％） 

 
（２）財政状態（連結）の変動状況 （注）記載金額は、百万円未満を切捨てて表示しています。 

 総 資 産      純 資 産      自己資本比率      １株当たり      
純 資 産      

  百万円  百万円  ％  円 銭 
1９年 3月期第３四半期  １４７，１３６  ５２，５７４  ３５．０  ２８５．１７

1８年 3月期第３四半期  １４３，９３２  ５０，００９  ３４．７  ２７７．０８

(参考)1８年 3月期  １４１，８９２  ５１，４４２  ３６．３  ２８５．０３ 
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【連結キャッシュ・フローの状況】 （注）記載金額は、百万円未満を切捨てて表示しています。 

 営業活動による         
キャッシュ･フロー      

投資活動による         
キャッシュ･フロー      

財務活動による         
キャッシュ･フロー      

現金及び現金同等物         
期 末 残 高       

  百万円  百万円  百万円  百万円 
1９年 3月期第３四半期   ２，４９１  △ ７，７２４   ３，３７３  ２，７９５

1８年 3月期第３四半期   ５，０１６  △ ３，７９６  △ １，８１２  ３，０１８

(参考)1８年 3月期  ８，９５９  △ ５，０８７  △ ３，２６９  ４，２１３ 
 
［財政状態（連結）の変動状況に関する定性的情報等］ 
総資産は、１，４７１億３６百万円と前連結会計年度末と比較して５２億４３百万円増加しております。 
主な増加要因は、売掛債権で６１億２３百万円の増加、たな卸資産で４億５７百万円の増加であります。

主な減少要因は、現預金で１４億９２百万円の減少であります。 
負債は９４５億６２百万円と前連結会計年度末と比較して５０億８７百万円増加しております。主な要

因は、有利子負債で４８億９８百万円の増加、買掛債務６億６５百万円の増加、賞与引当金で５億９０百

万円の減少であります。 
純資産は、５２５億７４百万円となりました。これは当期より少数株主持分（１１億１７百万円）が

純資産額に表記されたことや、四半期利益（１４億９２百万円）の計上による増加に対し、株主配当

金の支払い（１０億８２百万円）や投資有価証券の期末時価評価による減少等によるものであります。 
 

（連結キャッシュ・フロー） 
当第３四半期の営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前四半期純利益３０億６８百万

円に減価償却費４３億１２百万円等の調整を加えましたが、法人税等１３億７４百万円を支払った結果、

合計では２４億９１百万円の収入となりました。  
投資活動によるキャッシュ・フローについては、投資有価証券及び有形固定資産の取得に７６億 

７８百万円の資金を使用した結果、合計では７７億２４百万円の支出となりました。 
財務活動によるキャッシュ・フローについては、上記の資金支出を賄うために４４億７５百万円の

資金調達を行いました。 
以上の結果、当第３四半期末の現金及び現金同等物は、前連結会計年度末に比べ１４億１７百万円

減少し、２７億９５百万円となりました。 
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３．平成１９年３月期の業績予想（平成１８年４月１日～平成１９年３月３１日） 
（１）連結業績予想 （注）記載金額は、百万円未満を切捨てて表示しています。 

 売 上 高      経 常 利 益      当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 
通 期       １７７，５００  ３，５００ １，５００ 
（参考） １株当たり予想当期純利益（通期） 8円 31銭 

 
（２）個別業績予想 （注）記載金額は、百万円未満を切捨てて表示しています。 

 売 上 高      経 常 利 益      当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 
通 期       １１４，０００  ３，７００ ２，１００ 
（参考） １株当たり予想当期純利益（通期） １１円 64銭 

 
［業績予想に関する定性的情報等］ 

第３四半期以降も穀物相場の高騰による製造コストの上昇が見込まれるものの、食品業界におけ

るデフレ感は払拭するまでには至らず、当グループを取り巻く経営環境は依然として厳しい状況が

続くものと予想されます。 
現時点での通期の連結業績予想は、売上高１，７７５億円、経常利益３５億円、当期純利益１５億円を

見込んでおります。 
 

（注）上記の業績予想につきましては、現時点で入手可能な情報に基づき当社で判断したものであ

り、実際の業績は、今後様々な要因により予想数値と異なる場合があります。 
 
 

以 上 
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『資産の部』 （百万円未満切捨て）

当第3四半期 前連結会計年度 前第3四半期

科    目 (平成18年12月31日) (平成18年3月31日） 増  減 (平成17年12月31日)

資   産   の   部 147,136 141,892 5,243 143,932

流  動  資  産 50,740 45,371 5,368 49,866

現 金 及 び 預 金 2,795 4,288 △ 1,492 3,081

受取手形及び売掛金 30,452 24,329 6,123 30,087

た な 卸 資 産 15,467 15,010 457 15,068

そ の 他 2,399 2,094 305 1,970

貸 倒 引 当 金 △ 375 △ 350 △ 24 △ 341

固  定  資  産 96,396 96,521 △ 125 94,065

有 形 固 定 資 産 75,874 76,014 △ 139 73,936

建 物 及 び 構 築 物 35,157 34,406 750 34,700

機械装置及び運搬具 19,311 17,874 1,437 17,642

土 地 19,659 19,553 105 19,557

建 設 仮 勘 定 403 3,018 △ 2,614 853

そ の 他 1,342 1,161 181 1,181

無 形 固 定 資 産 428 450 △ 21 459

投資 その他の資産 20,092 20,056 36 19,670

投 資 有 価 証 券 17,695 17,633 61 16,997

そ の 他 3,254 3,725 △ 471 4,097

貸 倒 引 当 金 △ 857 △ 1,302 445 △ 1,425

資   産   合   計 147,136 141,892 5,243 143,932

１－（１）四半期連結（要約）貸借対照表
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『負債・資本・純資産の部』 （百万円未満切捨て）

当第3四半期 前連結会計年度 前第3四半期

科    目 (平成18年12月31日) (平成18年3月31日） 増  減 (平成17年12月31日)

負   債   の   部 94,562 89,474 5,087 92,924

流  動  負  債 63,194 57,610 5,583 63,472

支払手形及び買掛金 18,697 18,032 665 19,221

短 期 借 入 金 20,474 24,527 △ 4,052 23,327

ｺ ﾏ - ｼ ｬ ﾙ ﾍ ﾟ - ﾊ ﾟ - 15,000 6,500 8,500 12,000

そ の 他 9,022 8,551 471 8,922

固  定  負  債 31,368 31,863 △ 495 29,452

長 期 借 入 金 18,049 17,597 451 14,750

退 職 給 付 引 当 金 2,423 2,736 △ 313 2,907

役員退職慰労引当金 356 623 △ 266 610

そ の 他 10,538 10,905 △ 366 11,184

少 数 株 主 持 分 － 975 － 997

資 　本 　の 　部 － 51,442 － 50,009

資    本    金 － 12,778 － 12,778

資　本　剰　余　金 － 9,007 － 9,007

利　益　剰　余　金 － 23,757 － 22,719

その他有価証券評価差額金 － 5,947 － 5,547

自  己  株  式 － △ 47 － △ 42
負債､少数株主持分
及 び 資 本 合 計 － 141,892 － 143,932

純　資　産　の　部 52,574 － － －

株　主　資　本 46,164 － － －

資    本    金 12,778 － － －

資　本　剰　余　金 9,007 － － －

利　益　剰　余　金 24,439 － － －

自  己  株  式 △ 59 － － －

評価・換算差額等 5,291 － － －

その他有価証券評価差額金 5,256 － － －

繰延ヘッジ損益 34 － － －

少 数 株 主 持 分 1,117 － － －

負債　及び　純資産合計 147,136 － － －

１－(１)四半期連結（要約）貸借対照表（続き）
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当第3四半期 前第3四半期 (参考)前連結会計年度

科      目 （平成18年4月1日～ （平成17年4月1日～ 増  減 （平成17年4月1日～

平成18年12月31日） 平成17年12月31日） 平成18年3月31日）

売 上 高 134,234 135,008 △ 774 175,372

売 上 原 価 108,507 108,265 242 141,070

売   上   総   利   益 25,726 26,743 △ 1,016 34,301

販売費及び一般管理費 22,005 21,765 239 28,484

営     業     利     益 3,721 4,978 △ 1,256 5,816

営 業 外 収 益 745 643 101 1,117

受 取 利 息及び配当金 213 190 22 272

持分法による投資利益 113 97 16 111

そ の 他 418 356 62 732

営 業 外 費 用 1,268 1,103 164 1,553

支 払 利 息 368 297 70 399

退 職 給 付 費 用 529 529 － 705

開 業 費 償 却 180 － 180 －

そ の 他 191 277 △ 85 448

経     常     利     益 3,198 4,518 △ 1,319 5,381

特  別  利  益 150 245 △ 94 1,374

固 定 資 産 売 却 益 － 2 △ 2 1,145

投 資 有 価証券売却益 5 206 △ 201 228

貸 倒 引 当 金 戻 入 額 144 36 108 －

特  別  損  失 279 1,015 △ 735 1,913

固 定 資 産 廃 棄 損 235 476 △ 241 704

固 定 資 産 売 却 損 30 87 △ 56 88

減 損 損 失 － 354 △ 354 354

子 会 社 整 理 損 － － － 92

子 会 社 整 理 引 当 損 － 92 △ 92 665

そ の 他 13 3 10 7

税金等調整前四半期（当期）純利益 3,068 3,747 △ 678 4,842

法人税、住民税及び事業税 1,495 1,564 △ 69 1,619

少 数 株 主 利 益 81 15 65 17

  四半期（当期）純利益 1,492 2,167 △ 674 3,204

（注）第3四半期における税金費用については、簡便法により計算しているため、｢法人税等調整額｣は

　   「法人税、住民税及び事業税｣に含めて表示しております。

１－(２)四半期連結（要約）損益計算書

  （百万円未満切捨て）
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当第３四半期（自 平成18年４月１日　至 平成18年12月31日）
(百万円未満切捨て）

平成18年3月31日現在 9,007 △ 47 45,495

当第3四半期中の変動額    

　 剰余金の配当(注)   △ 1,082

　 利益処分による役員賞与(注)   △ 2

　 四半期純利益   1,492

　 連結子会社の増加に伴う剰余金の増加高   274

　 自己株式の取得  △ 12 △ 12
　 株主資本以外の項目の
   第3四半期中の変動額（純額）

当第3四半期中の変動額合計  △ 12 669

平成18年12月31日現在 9,007 △ 59 46,164

平成18年3月31日現在 － 975 52,418

当第3四半期中の変動額    

　 剰余金の配当(注)   △ 1,082

　 利益処分による役員賞与(注)   △ 2

　 四半期純利益   1,492

　 連結子会社の増加に伴う剰余金の増加高   274

　 自己株式の取得   △ 12
　 株主資本以外の項目の
   第3四半期中の変動額（純額）

当第3四半期中の変動額合計 34 142 155

平成18年12月31日現在 34 1,117 52,574

　　(注)　定時株主総会における利益処分項目である。

5,256 5,291

△ 690 △ 655

△ 690 34 △ 655 142 △ 513

 －

 －

 －

 －

 －

  

5,947 5,947

項目

評価・換算差額等

少数株主持分
純資産
合計その他有価証券

評価差額金
繰延ヘッジ損益

評価･換算差額等
合計

12,778 24,439

 682

－    

  

 274

 1,492

 △ 2

自己株式

 △ 1,082

  

利益剰余金

12,778 23,757

株主資本合計

１－（３）四半期連結（要約）株主資本等変動計算書

項目

株　　　主　　　資　　　本

資本金 資本剰余金
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 １－（４）四半期連結（要約）キャッシュ・フロー計算書

（百万円未満切捨て）

当第３四半期 前第３四半期 (参考）前連結会計年度

項　　　　　　目
自 平成18年 4月 1日 自 平成17年 4月 1日 自 平成17年4月 1日
至 平成18年12月31日 至 平成17年12月31日 至 平成18年3月31日

Ⅰ．営業活動によるキャッシュ・フロー

 １． 税金等調整前四半期（当期）純利益 3,068 3,747 4,842

 ２． 減価償却費 4,312 4,156 5,636

 ３． 減損損失 － 354 354

 ４． 子会社整理損 － － 92

 ５． 子会社整理引当損 － 92 665

 ６． 開業費償却 180 － －

 ７． 売掛債権の増減額 △ 5,932 △ 4,820 937

 ８． たな卸資産の増減額 △ 385 241 300

 ９． 仕入債務の増減額 2,724 2,841 219

             小計 3,967 6,615 13,050

 10． 利息及び配当金の受取額 234 219 308

 11． 利息の支払額 △ 350 △ 327 △ 423

 12． 法人税等の支払額 △ 1,374 △ 2,586 △ 2,582

 13． その他 13 1,094 △ 1,391

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,491 5,016 8,959

Ⅱ．投資活動によるキャッシュ・フロー

 １． 定期預金払出による収入 75 15 3

 ２． 投資有価証券の取得による支出 △ 1,349 △ 23 △ 34

 ３． 投資有価証券の売却による収入 32 517 546

 ４． 有形固定資産の取得による支出 △ 6,329 △ 4,068 △ 6,187

 ５． 有形固定資産の売却による収入（撤去費含む） 105 23 1,178

 ６． 有形固定資産の廃棄による支出（撤去費含む） △ 86 △ 181 △ 268

 ７． その他の投融資の増減額 △ 172 △ 80 △ 325

投資活動によるキャッシュ・フロー △ 7,724 △ 3,796 △ 5,087

Ⅲ．財務活動によるキャッシュ・フロー

 １． 借入金（コマーシャルペーパーを含む）の増減額 4,475 △ 522 △ 1,975

 ２． 配当金の支払額 △ 1,082 △ 1,263 △ 1,263

 ３． 少数株主への配当金の支払額 △ 6 △ 9 △ 9

 ４． 自己株式の取得による支出 △ 12 △ 16 △ 20

財務活動によるキャッシュ・フロー 3,373 △ 1,812 △ 3,269

Ⅳ．現金及び現金同等物の増減額 △ 1,860 △ 592 602

Ⅴ．現金及び現金同等物の期首残高 4,213 3,610 3,610

Ⅵ．新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 443 － －

Ⅶ．現金及び現金同等物の期末残高 2,795 3,018 4,213
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２．セグメント情報

１．事業の種類別セグメント情報

当第３四半期 (百万円未満切捨て)

平成18年4月1 8年1日～平成1 2月31日 食品 飼料 倉庫 その他 計 消去又は全社 連結

Ⅰ 売上高及び営業損益

   売上高

 (1)外部顧客に対する売上高 97,822 31,575 2,801 2,035 134,234 － 134,234

 (2)セグメント間の内部売上高又は振替高 1,418 43 813 1,146 3,422 (3,422) －

計 99,240 31,618 3,615 3,182 137,657 (3,422) 134,234

   営業費用 97,421 31,190 2,326 1,898 132,837 (2,323) 130,513

   営業利益 1,819 428 1,289 1,283 4,820 (1,098) 3,721

前第３四半期 (百万円未満切捨て)

平成17年4月1 7年1日～平成1 2月31日 食品 飼料 倉庫 その他 計 消去又は全社 連結

Ⅰ 売上高及び営業損益

   売上高

 (1)外部顧客に対する売上高 98,224 31,981 2,696 2,106 135,008 － 135,008

 (2)セグメント間の内部売上高又は振替高 1,470 159 1,083 325 3,038 (3,038) －

計 99,694 32,140 3,780 2,431 138,047 (3,038) 135,008

   営業費用 96,556 31,733 2,311 1,327 131,929 (1,899) 130,030

   営業利益 3,138 406 1,468 1,103 6,117 (1,139) 4,978

前連結会計年度 (百万円未満切捨て)

平成17年4月1 8年3月31日日～平成1 食品 飼料 倉庫 その他 計 消去又は全社 連結

Ⅰ 売上高及び営業損益

   売上高

 (1)外部顧客に対する売上高 126,702 42,237 3,623 2,808 175,372 － 175,372

 (2)セグメント間の内部売上高又は振替高 1,870 187 1,372 438 3,868 (3,868) －

計 128,572 42,424 4,995 3,247 179,240 (3,868) 175,372

   営業費用 125,249 41,875 3,096 1,798 172,020 (2,465) 169,555

   営業利益 3,322 549 1,899 1,448 7,219 (1,403) 5,816

（注） １．事業区分は売上集計区分によっています。

２．各事業の主な製品

  (1)食品 …小麦粉、ミックス、パスタ、植物油、脱脂大豆、コーンスターチ、ぶどう糖、冷凍食品等

  (2)飼料 …配合飼料、単味飼料、鶏卵他畜産物等

  (3)倉庫 …倉庫業(荷役・保管等)

  (4)その他 …事業用・商業用ビル等賃貸、保険代理業、自動車等リース業等

３.会計処理の変更
　　当連結会計期間より連結子会社昭産商事㈱の賃貸用リース資産の減価償却方法を、定率法から定額法に変更
　しています。
　　この変更に伴い、従来と同様の方法によった場合に比べ、当第３四半期のその他事業の営業費用が58百万円
　減少し、営業利益が同額増加しています。

　

２．所在地別セグメント情報

    本国以外の国又は地域に所在する連結子会社がないため、記載を省略しています。

３．海外売上高

    海外売上高が連結売上高の１０％未満のため記載を省略しています。

 10


	⁄C‡P‡O‡U−ú‚æ‡R”lﬂ¼−ú†i…Z…O…†…ﬁ…g†j.pdf
	セグメント情報


